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【
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
】

　

医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し

て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
で
す
。

　

同
一
世
帯
の
加
入
者
が
、

①「
病
院
に
か
か
っ
た
と
き
」、

②「
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
」の
1
年
間
の
自
己
負
担

額
の
合
計
が
、
下
表
の
基
準
額

を
超
え
た
場
合

③「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」と

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
が
違
う
と

合
算
で
き
ま
せ
ん
。

※
医
療
保
険
ま
た
は
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
0

円
の
場
合
、
ま
た
は
支
給
決
定

額
が
5
0
0
円
以
下
の
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
各
種
医
療
費
助
成
制
度
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
医
療
機
関
窓

口
で
支
払
う
自
己
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
の
合
算
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
手
続
】

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費（
令
和

3
年
度
分
）の
支
給
対
象
と
な
る

方
に
は
、
3
月
以
降
に
申
請
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
、
申
請
案
内
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
健
康
保

険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
令
和
3
年
8
月
1
日
〜
令
和
4

年
7
月
31
日
の
間
で
次
の
方

・
被
用
者
保
険
か
ら
国
民
健
康
保

　

険
へ
移
行
さ
れ
た
方

・
被
用
者
保
険
ま
た
は
国
民
健
康

　

保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

　

度
に
移
行
さ
れ
た
方

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方

【
国
保
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

　
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す

　
る
問
い
合
わ
せ
先
】

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合　

　
☎
0
1
1
│
2
9
0
│
5
6
0
1

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
制
度
と

　
　
　
　
　
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

③高額介護合算療養費
①と②の自己負担額を合算し、下表
の基準額を超えた分が支払われます。

①医療費の
　自己負担

②介護サービス
　費の自己負担

■国保被保険者70歳未満の方
区分

212万円
141万円
67万円
60万円
34万円

自己負担額の合計基準額
区分ア
区分イ
区分ウ
区分エ
区分オ

■後期高齢者医療・国保被保険者70歳以上の方

現役並み所得者

一般

自己負担額の合計基準額区　　分

住民税
非課税
世帯

区分Ⅱ
区分Ⅰ

３割

負担割合
212万円
141万円
67万円
56万円
31万円
19万円

（課税所得690万以上）

（課税所得380万以上）

（課税所得145万以上）

（2割含む）
１割

※1年間の自己負担額の計算期間
　令和3年8月1日～令和4年7月31日
※支給額計算は、令和4年7月末時点の所得区分で計算されます。

広報   3月号　4


